


■包括的支援体制の整備にむけて 

 このプラットフォーム（以下ＰＦ）の交流会は、福祉支援者や市民活動者、企業などがつながる「場」で

あり、最初の出会いの一押しをする下支えの「場」です。それと同時に、長岡京市が推進する『とりこぼさ

ない（重層的）支援体制』の取り組み内容や状況の共有と、参加者同士の意見交換や活動のノウハウの共

有を促進することで、包括的支援体制を充実させていくことを目的として運営しています。 

≪これまでの取り組みの詳細は「活動の足あと１・２・３」に記載、背表紙の QR 参照≫ 

 今年度は、３回実施した交流会においていずれも８０名を超える参加がありました。この交流会の特徴

として、常に初参加の人が一定数以上あることが挙げられます。毎回必ず参加する人、定期的に参加する人

など、多様な参加者層がいつ

もこの「場」にはあります。

既に参加されている人が新し

い参加を促し、「新しいつなが

り」や「気づき」を増やして

いく。そんな「場」を参加す

るみなさんと一緒に育ててい

くことができています。 

 包括的支援体制は、支援を

必要としている人が、必要な

機関や人とつながり、必要な

支援を受けることができると

いうことを目指すものです。 

必要な支援は、制度やサー

ビス以外に、地域の支え合い

のなかで行われるものや、地

域にある活動や団体が主体的

に行うものなど、さまざまで

す。それらを合わせて連携

し、とりこぼされる人がない

ように、地域の実情にあった

支え合う体制を整えていくこ

とが、『とりこぼさない（重層

的）支援体制整備』と『とり

こぼＰＦ』の共通した目的です。（上図参照） 

だから私たちコアメンバーは、この交流会を通して、「出会い」「支援の質の高めあい」「はざまを知る」

「とりこぼさない（重層的）支援体制をどう活用するかを知る」を具現化し、長岡京市の支え合いの土壌

を豊かにしていき、参加されるみなさんと一緒にＰＦをこれからも育てていきたいと考えています。 

 

■コアメンバーおよびアドバイザー講師 
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■令和７年度 第１回～第３回コアメンバー会議 

 令和６年度のとりこぼＰＦのアウトカムを測定した結果、交流会への継続的な参加が活動のコラボレー

ションや新しい活動をうみだすことにつながりやすいことがわかりました。この結果を踏まえて、どうすれ

ば多くの人に、継続的に交流会に参加してもらえるか。そして、新しい活動をうみだしていくための機運醸

成ができるかを考え、５つのベンチマークを設定しました。 

■令和７年度の目標設定（５つのベンチマーク）と取り組み 

【ベンチマーク】と《説明（コアメンバー会議での議論）》および、《取り組み》 
【１】プレ交流会から検討を続けてきた PF の在り方について振り返ること。 

《説明》令和４年度プレ交流会での参加者の声は、「居場所」の必要性、「はざま」を知ることの重要性でした。ま

た、ＰＦが在ることによって、「居場所」を作りたいという声の実現化や、「出会い」「つながり」を体感できる場

となるかもしれないという期待感がありました。 

 参加者にとって、「出会い」や協働のきっかけとなる「場」であることの実感や、「居場所」などの活動の実現や

「はざま」に関連する議論の機会をＰＦが支えているかということをあらためて測ることとして交流会に臨みまし

た。 

《取り組み》第９回の交流会にて、ＰＦ参加者における協働についての意識・意見の交換や議論を重ねてまとめる。  

【２】「参加型」の交流会にしていくための企画を実行すること。 

《説明》持続可能なＰＦをつくっていくためには、プログラムを提供するだけではなく、参加者とともにこのＰＦを

育てていくという意識を改めて共有するための取り組みが必要だと考え、これまでよりさらに参画型のプログラムを

実行することとしました。 

《取り組み》交流会で実施するグループワークなどにおいて、ファシリテーターを参加者から募ることや、寸劇にお

ける事例や展開を参加者とともに考える企画を実行。 
 

【３】ひきこもりや８０５０問題以外の「はざま」の課題や「多様性」などに関するテーマや事例

を取り扱うこと。 

《説明》交流会で取り扱う事例がひきこもり、８０５０問題に偏っている現状があるため、これまでのベーシックな

交流会を継続しながらも、取り上げていなかったテーマや事例を取り扱うことに挑戦してみる。グループワークまた

は、寸劇で取り上げるのかなど、その方法もコアメンバーで検討し具体化をめざすこととしました。 

《取り組み》LGBTQ 支援の専門機関など新しい参加者を交流会に招き、意見交換の場で参加者同士が新しい気づき

や情報に触れることが可能な設定を試みる。また寸劇においても多様性に関する要素を取り入れる。 
 

【４】「はざま」≒「とりこぼされている支援」の現状について参加者と共有し、「とりこぼさな

い支援体制」や「とりこぼＰＦ」の意義の理解を促進する。 

《説明》とりこぼさない支援体制は支援者側からの目線でのネーミングであるが、「支援が必要な人とつながること

が難しいケース」の場合に、『支援者がいかに本人の意思決定を支え「とりこぼさない支援」につなげることができ

るか』を考えるうえで、このＰＦはどういう役割を担えるのかについて、参加者同士の意見交換を活発にしたい。 

《取り組み》「とりこぼされている支援はどこだ！」をテーマに参加者が普段から感じていることや、どうすればと

りこぼさない支援体制に近づくことができるのかを意見交換する機会を設ける。 
 

【５】令和４年度からの取り組みにおける成果として、ＰＦをきっかけにうみだされた活動また

は、PF に関連した活動は継続されているかを確認する。 

《説明》これまでのＰＦのスタンスは、自由な市民活動への「監視」の要素が強くなる懸念があることから、交流会

をきっかけに始まった協働や新しい活動などをすべて捕捉することには積極的ではありませんでした。とはいえ、こ

れまでの活動を確認できる範囲で共有した方が、参加者にとっても勇気づけられるのではないという意見から、共有

に取り組むこととしました。 

《取り組み》これまでの活動の起こりや、参加者同士のコラボレーションなどを報告書にまとめる。 

コアメンバーは、テーマやプログラムに上記のベンチマークの要素を入れるよう意識しながら、交流会

の開催に臨むこととしました。 

 

 

 

 

 

 

【アドバイザー シノさんの ちょこっとコラム】 

とりこぼ交流会は企画・運営を担うコアメンバーの意図的な地域づくり実践でもあります。どの様な人たちと出会い、何を

テーマにして語り合うのかを考え、互いに知りあうための工夫や継続した参加を生み出すための雰囲気をコアメンバーが作

り上げています。毎回参加者の 1～2 割は初参加の皆さまでもあり、多様化する参加者にあわせコアメンバーも多様化し、よ

り良い場づくりを築いています。これから交流会に参加される方はぜひ、コアメンバーの主体的な参画の様子と熱い思いを

感じてください！交流会も 10 回を数えましたが、新しいつがなりを自身の活動に生かしたり、交流会からスピンオフした更

なる交流の場が芽生えたりするような副産物をぜひ増やしてほしいと願っています。 

次年度の交流会では副産物が生まれた報告をお伺いできることを期待しています。     Wellbe Design 篠原 辰二 

 

 



■第８回とりこぼさない支援をうみだす交流会（参加：９３名 見学：９名） 

  今年度最初の交流会となる第８回では、ワールドカフェのテーマを「協働」として、ＰＦが「出会

い」や「つながり」、そして「協働」を促進する場として育っていくためには何が重要になるのかを意見

交換しました。初参加の人から全参加の人まで、ＰＦにかかわってきた度合いの濃淡はあれども、共通

のキーワードが何かを探すことでＰＦ活性のヒントを見出す試みを行いました。 

全員参加のワールド

カフェのなかで、「交

流会ではすでに出会い

が担保されている」ま

た「目的意識がはっき

りしているので協働に

向かいやすい」との意

見を多くいただきまし

た。そのうえで、自分

たちの活動を見つめな

おし、取り組みたいこ

との具体性を発信でき

るまでの行動化にＰＦ

が寄与していることがわかりました。これは、令和 4 年度のプレ交流会にて声としてあがっていた、ＰＦ

に対する「つながりの場」となってほしいという期待が、自身の活動を広げたり、居場所などの活動を取

り組みたい人にとっての「後押しの場」となって実現していることの現れと言えます。【ベンチマーク１】 

また、各グループではファシリテーターを参加者から募り、交流・意見交換を一緒にもりあげていく試

みも行うことができました。【ベンチマーク２】 

 

■第９回とりこぼさない支援をうみだす交流会（参加：８６名） 

  第８回～第１０回の交流会にかけて、コア会議のなかで目標としていた、「多様性に関するテーマ」に

触れる機会や「とりこぼされている支援」について、意見交換する場を設けることに取り組みました。

特に第 9 回では LGBTQ 支援の専門機関など新しい参加者を交流会に招いたり、グループワークのテー

マ「とりこぼされている支援はどこだ！」を設定したりすることで、気づきや、新しい情報に触れること

を促進しました。【ベンチマーク３】 

「はざま」の問題を制度化・法制化だけに頼るのではなく、相談できる場所・人を地域にも専門機関

にも増やしていくことの重要性について意見交換がされました。地域やご近所で話せる場所、専門職が

相談にのってくれる窓口など、それぞれが連携し、息の長い関わりをもつことが「はざま」の問題を解決

する可能性につながるのではないかといった見解がだされ、とりこぼさない支援体制やＰＦが目指して

【年度初めは「つながるワーク」

とりこぼワールドカフェ！】 

【女性の居場所「ぱらでぃ京都」】  



いる包括的支援体制の理念が参加者とも共有できていることがわかりました。【ベンチマーク４】 

また第 8 回、第 9 回の事前アンケ

ートにおいて、今後交流会にて取り

扱いたいテーマについて、参加され

ているみなさんから２つの意見聴取

を行いました。 

1 つめが関心のあるテーマについ

てです。これは、令和 4 年度からの

意見に呼応するように「地域サロン

やこども食堂など、集まる人すべて

が役割をもったり交流できる居場所

について」の関心が最も高くなりま

した。それを踏まえて、2 つめのアンケートとして、こども食堂・地域食堂などの居場所つくりについて

の関心度を回答してもらいました。（上図参照） 

これらの２つのアンケート結果を踏まえ、多世代が参加・活躍できる居場所に関する情報や、住民活動

と行政や専門職との協働の在り方などをあらためて確認し、今後のＰＦにおける活動の拡がりをみんな

で考えていけるように第１０回の交流会において、認定 NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすび

えの湯浅誠氏による講演会を実施することとしました。 

 

■第１０回とりこぼさない支援をうみだす交流会（参加：８４名 見学：５名） 

 第１０回の交流会において、湯浅誠氏から住民の課題

にはその状況に応じて、行政や専門職が関わるべき時

と、住民活動の方が自然に関われる時がある。その両輪

が充実していることが「とりこぼされない社会」につな

がる。地域の中に、だれもが参加できる居場所があるか

らこそ、課題が深刻化するまえに、住民活動の場で助か

る世帯がたくさんある。さらに、そのツールとしてこど

も食堂や地域食堂のような居場所が有用であることを示

され、居場所への関心が高いとりこぼ交流会参加者への応援メッセージをいただきました。 

  恒例となったコアメンバーによる寸劇では、ひきこもり世帯の課題だけでなく、外国人との関りのなか

で果たせる役割など、これまでには取り扱っていないテーマについてもチャレンジしました。また、グル

ープワークでは、参加者全員が寸劇の展開をもとに、人・物・場所などの資源について「実際にあるも

の」から「あったらいいなと思うもの」まで、多様な組み合わせと幅広いストーリーを各グループで考え

る取り組みが行えました。【ベンチマーク 2・3】 

【０歳から１００歳までの居場所  

チエコズ スモールハウス】 

【テーマ別グループワーク】 

「とりこぼされている支援はどこだ！」ほか 

 

【湯浅 誠氏 特別講演】 

「つながりが織りなす、これからの地域共生社会」 

～こども食堂という名の地域の居場所づくり～ 



■とりこぼＰＦがあることの効果や成果の共有 

私たちコアメンバーは、これまでの交流会において、「参加」を出発点として「気づき」や「出会い」

を経て「協働」までの道のりを歩んできた活動や取り組みを、あらためて挙げてみることでこれからの

新しい「つながり」や「活動」が促進されることを期待しています。ここでは、ＰＦをきっかけに、ある

いはＰＦに関連して始まった取り組みを挙げます。【ベンチマーク 5】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回も好評の寸劇！ 

あたらしい活動マッピングも 

活発になってきました。 

市内金融機関にある 

福祉の情報スペースや体操教室の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■包括的支援体制をみんなで考えられる場に 

  とりこぼ交流会は、多くの参画に支えられながら第１０回を終えることができました。その中で、と

りこぼさない支援体制整備は、「包括的支援体制」や「地域共生社会」に向かうための手段であり、地域

の多様な主体とともに長岡京市の福祉のまちづくりを一緒に考えていくことの大切さをあらためて感じ

ています。専門職による支援や、地域での支え合いの活動が、どのように包括的支援につながるのか。長

岡京市らしい支え合いの活動や連携とは何か。そんなテーマをみなさんと意見交換できるようなＰＦに

育てていただけるように、継続していきます。 

  今後も、多くの方の主体的な参加をお待ちしております。 

 

交流会のあとのコアメンバー

による振り返りの様子 

長岡京市社会福祉協議会 

「み～っけ！長岡京」 

支援学校の生徒作成 

名札や円形模造紙 

地域お助けサポーター 

のんにカフェが交流会に登場 

背表紙に参加者それぞれが思う、「私にとってのとりこぼＰＦ」

を掲載しています。是非、ご覧ください   ➡➡➡ 

その他、教育関係者×福祉支援者×市民活動団体が連携した事例、障がいのある人の家族会の発信、生きづらさを感じている若者の参画などが交流会にて確認されました。 




